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黙想：聖ヨセフの祭
日（3月19日）

黙想のテーマ：「﻿ヨセフの行
動は祈りから生まれる」「イ
エスの顔をしっかりとみつめ
て祈る」「聖なる家長は、愛
がもたらす自由と信頼で行動
する」

﻿ヨセフの行動は祈りから生まれる
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る

聖なる家長は、愛がもたらす自由と
信頼で行動する



偉人の伝記は、しばしば並外れた行
動や名言から成り立っています。さ
らに多くは、社会を取り巻く困難な
危機に対し極めて重要な貢献をした
という文脈で取り上げられます。そ
れゆえ、聖﻿ヨセフの穏やかで力強い
姿が、何世紀にもわたって非常に多
くの信心を呼び起こしたことは、私
たちに驚きを与えます。福音書は彼
の言葉を私たちに伝えておらず、そ
の行動はごく普通で、ドラマチック
な事はありません。「聖﻿ヨセフは、
一見すると地味な、あるいは『二番
手』にいる人だれもに、救いの歴史
の中で、比類なき主役になる資質が
あることを思い出させてくれます」
[1]。彼の人生には表だって目立つ活
動はありませんが、活気に溢れた内
的生活がありました。私たちは聖﻿ヨ
セフのうちに、沈黙の祈りによって
困難に立ち向かい、真の愛から生ま
れる自由によって行動する人物を見
ることができます。



「福音書は、﻿ヨセフが『行った』こ
とだけを語っていますが、しかし沈
黙に包まれた彼の『行ったこと』の
中に、高い観想の状態を見いだすこ
とができます。﻿ヨセフは、『世の初
めから隠されていた』神秘と日々の
生活をともにしていました」[2]。こ
のように聖﻿ヨハネ・パウロ二世は、
聖なる家長の外面的な行いの背後に
隠された秘密を明らかにしていま
す。聖﻿ヨセフは、すべての出来事や
人物の背後に隠された神の声に注意
を払っていたので、幻のような夢の
中でさえも神の言葉を聞くことがで
きました。聖書は、彼が眠っている
間に自身の人生に意味を与える召
命、つまりイエスとマリアの世話を
する務めを発見したと教えていま
す。夜、御使いが彼を訪ねてきて神
の計画を明らかにし、彼自身の人生
を喜びで満たすべく、神のみ旨を実
行するように促しました（マタイ1･
20参照）。しかしその時でさえ、﻿ヨ
セフの天使のメッセージに対する返



事は聖書に記されていません。しか
し、それ以後の彼の行動のすべて
が、﻿ヨセフが神の要求に対して最善
の応答をしたことを顕著に語ってい
ます。

聖﻿ヨセフの内的生活と外的な行動の
間に全く亀裂が見られないのは、彼
が全生涯を祈りの道に変えているか
らです。彼のように深く観想する魂
だけが、神の願いを自分のものにす
ることができます。聖ホセマリアが
しばしば教えたように、私たちは自
分自身の人生において、神と人間を
結びつけるために努力する必要があ
ります。「聖母とともに、そして聖
なる家長であり父である聖﻿ヨセフと
ともに、キリストとの親しさを求め
ることを習慣にしましょう。そうす
れば、キリストが私たちに望んでお
られるもの、つまり観想的な生活を
手に入れるでしょう。人間的な事柄
を神的な方法で扱うことよって、地



上と天国に同時にいることになるか
らです」[3]。

ベツレヘムでのイエスの誕生後、貧
しさの中で聖﻿ヨセフは、幼子の中に
神のみ顔を絶え間なく眺めながら御
子を育てました。イエスがこの地上
で過ごした最初の夜の、聖﻿ヨセフの
イエスに対する愛情のまなざしは容
易に想像できます。何年も経った後
も、﻿ヨセフは、自分の人生に思いも
よらない地平線を開いた、マリアと
幼子を自分の家に迎え入れるとい
う、あの最初の神的な夢のことを何
度も思い出したことでしょう。一方
で聖﻿ヨセフの祈りは、イエスの生涯
と日々の出来事のリズムに合わせ
て、時間の経過とともに形作られま
した。「聖﻿ヨセフにとってイエスの
生活は、自己の召し出しについて絶
え間なく発見を続ける動機となりま



した」[4]。聖﻿ヨセフにとって観想的
な生活とは、受身的な生活を送るた
めの言い訳では決してありませんで
した。まったく逆です。ベツレヘム
における一時的な安らぎは、新しい
夢によって断ち切られました。家族
を連れてエジプトに逃げるように神
から頼まれ、すぐに出発します。祈
りが彼を動かす火であるからこそ、
出来ることです。聖﻿ヨセフの生き方
から学びましょう。真の刷新、内的
な新しい力は、神との対話に導くイ
エスの黙想から生まれるのです。

聖家族がナザレに戻ったとき、「神
の子は人々から隠され、マリアと﻿ヨ
セフだけが用心深くその神秘を守
り、毎日それを生きています。受肉
したみ言葉は、両親の庇護の下で人
として成長しますが、同時に両親は
キリストの神秘の中に入り込み、自
分たちの召命を生きています」[5]。
村人たちから見ると、聖家族に特別
なことは何も起こりませんでした。



しかし私たちにとって、それは日常
生活における祈りの模範です。私た
ちもまた、キリストの隠れた生活の
中で生きることができます。﻿ヨセフ
とマリアの生涯は、イエスとの絶え
間ない対話の中で展開されます。彼
らは救い主が年月をかけて成長して
いくのを見ていますが、神の目には
彼らこそが成長しているのです。彼
らはナザレの謙虚な家でイエスの世
話をし、神は愛の大きな家で彼らを
守っておられます。

「あなたがたの命は、キリストと共
に神の内に隠されているのです」(コ
ロサイ3･3）。祈りの生活は、聖﻿ヨ
セフのように私たちが常に主の内に
避難するように導きます。聖なる家
長が飼い葉桶の屈辱、エジプトへの
逃避の過酷さ、そして単調な日常生
活に耐えることができたのは、イエ
スに心を置いたからです。そのため
人生のあらゆる状況を乗り越えるこ
とができたのです。聖﻿ヨセフは、自



分の召命を果たすべき仕事の羅列と
してではなく、常に神の御子と共に
生きる比類のない賜物として見てい
たのです。

神の霊感を前にした聖﻿ヨセフの沈黙
は、聖なる家長が神の計画に応えた
自由を理解するのに役立ちます。一
見すると、彼の沈黙と素朴さは、自
分の理想を持たない人生、あるいは
あまりにも機械的に反応しているよ
うに思えるかもしれません。しかし
よく考えてみると、彼の人生は自由
な愛に満ちていたことがわかりま
す。真の祈りが神との真摯な対話で
あるなら、神自身の視点から世界を
見ることができるようになります。
その時、私たちの人生は聖﻿ヨセフに
見られるような思いもよらない新し
い次元を獲得します。聖﻿ヨセフの信
仰は神に対する愛と融合したもので



「それは、神がガリラヤの大工であ
る彼を用いて、この世でお始めに
なった御業、つまり人々の救いとい
う偉大な使命に対する希望に基づい
た信仰と愛であったのです」[6]。

「愛の論理は、つねに自由の論理で
す。そして﻿ヨセフは、尋常ではない
自由なかたちで、愛することができ
たのです。このかたは、決して中心
にはなりませんでした。マリアとイ
エスを自らの人生の中心に据えるた
めに、いかに自らを脇に置くかを理
解していました」[7]。祈りは、私た
ちが自己奉仕の論理に入ることを可
能にするので、私たちを真に自由に
します。私たちが神との途切れるこ
とのない対話のために努力すると
き、私たち自身の好き嫌いはなくな
りませんが、それらによって人生が
無用に左右されることはなくなりま
す。また、私たちがキリストの傷つ
いた手と開かれた脇腹に避難すると
き、主が私たちを癒しに来てくださ



り、私たちの限界を命の源に変えて
くださることを知っているので、必
要以上に心配することもなくなりま
す。

しかし、だからといって、聖﻿ヨセフ
の祈りの生活が困難を免れたわけで
はありません。ある時、エルサレム
からの帰途、彼とマリアは思春期の
イエスを見失いました（ルカ2･45参
照）。彼は御子を不安な心で探し求
め、その際、多くの思い出が彼の心
をよぎったことでしょう。しかし、
3日間の不安な捜索の間、彼は自分
の魂の目をイエスに向けることを決
してやめませんでした（ヘブライ
12･2参照）。﻿ヨセフの熱心な外面的
な探求は、彼の絶え間ない内面の探
求を反映していました。ようやく神
殿でイエスを見つけたとき、聖なる
家長はイエスの答えを理解できませ
んでした。しかし、﻿ヨセフの人生は
完全に神に委ねられていたので、そ
の時でさえ﻿ヨセフは神に導かれるま



まにふるまいました。ここに聖﻿ヨゼ
フの偉大さの秘訣があり、今日聖﻿ヨ
ゼフの祭日に私たちが彼に願うこと
は、神に完全に信頼することを学ぶ
ことです。神は決して私たちを見捨
てません。私たちに対する神の夢
は、時に私たちの理解を超えていま
すが、常に私たちのためのものだか
らです。
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